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　占冠村では、むらびと条例（第11条・第12条）に定められている「協働の推進」「コミュニティの推進」に
基づく取り組みとして、住民活動推進規則により住民の自主的な活動を支援しています。

問　企画商工課企画担当　☎　56‐2124

支援決定団体の名称 支援決定事業の名称と実施概要 交付決定額

 占冠ボランティア会  占冠ボランティア事業
　占冠地域交流館と地域の環境美化活動や花壇整備を実施した。 29,923円 

 美園ボランティア会  美園ボランティア事業
　美園地区の環境整備のため草刈り活動を実施した。 20,978円                    

 花を咲かそう会
 トマム地区環境整備等事業
　トマム地区の花壇整備や魅力発信を行ったほか、子どものレク
　リエーション支援を実施した。

60,000円

 宮下地域ボランティア会
 宮下地域ボランティア事業

 宮下地区の環境美化・草刈りを実施したほか、子ども会の育成
　支援や住民交流会を実施した。

86,241円

 トマムボルダリングサークル

 トマムボルダリングサークル事業
ボルタリングを通じ住民間の交流を促進したほか、住民の健康
づくりと子どもの健康育成に寄与した。また、集落対策として

　地域の魅力発信を行い関係人口の創出を図った。

270,000円

令和５年度の実績

　トマムボルダリングサークルは令和２年度から活動している団体　トマムボルダリングサークルは令和２年度から活動している団体
です。トマムコミュニティセンター内に設置されているクライミンです。トマムコミュニティセンター内に設置されているクライミン
グウォールを活用しながら、クライミングの一つ「ボルダリング」グウォールを活用しながら、クライミングの一つ「ボルダリング」
の体験活動を通して交流事業を行っています。の体験活動を通して交流事業を行っています。
　主な活動として、村内事業者「VOCK（ヴォック）」の代表を務　主な活動として、村内事業者「VOCK（ヴォック）」の代表を務
める長谷川勘太郎さんを講師に迎え、ボルダリングの基礎技術や楽める長谷川勘太郎さんを講師に迎え、ボルダリングの基礎技術や楽
しさを学ぶ「ボルダリング教室」と、参加者の健康・体力の維持増しさを学ぶ「ボルダリング教室」と、参加者の健康・体力の維持増
進や親睦を図ることを目的として「ボルダリング交流会」が実施さ進や親睦を図ることを目的として「ボルダリング交流会」が実施さ
れています。いずれの活動も村民のみならず、お隣り南富良野町やれています。いずれの活動も村民のみならず、お隣り南富良野町や
十勝圏域からも多くの参加があり、関係人口の創出にもつながって十勝圏域からも多くの参加があり、関係人口の創出にもつながって
います。います。

トマムボルダリングサークル
ピ ッ ク

ア ッ プ

活動団体のご紹介

ボルダリング教室の様子ボルダリング教室の様子

講師が丁寧に指導して講師が丁寧に指導して

くれるので初心者でもくれるので初心者でも

安心です！安心です！

小さなお子さんも
小さなお子さんも
楽しんでます！楽しんでます！

教　室：毎月第１・３火曜日
交流会：毎月第２・４・(５)火曜日
 【いずれも18：30から20：30まで】
※教室の開催日は、講師の都合により変更
　となる場合があります。また、いずれも
　時間内であれば出入り自由です。

◆ 活動日時活動日時

◆ 利用料金利用料金

教　室：１回500円　
交流会：１回300円
 【シューズ等は無料でレンタル可能】

教室・交流会を利用する際には、
初回のみ入会手続きとして下記の
書類提出が必要です。
・入会届および自己責任同意書

＊注意事項＊＊注意事項＊

開催回数
(年間)

参加人数
(延べ人数)

教　室 24回 333人
交流会 25回 317人
合　計 49回 650人

令和５年度の実績

トマムボルダリングサークル

～ 参加のご案内 ～

占冠村住民活動推進事業の実績令和５年度

問　トマム支所　☎　57‐2160

村民は教室・交流会ともに無料
村外の方は・・・

ルプノモリ

問　農林課林業振興室　☎　56‐2174

TSUKI ・ HI

占冠村の村木「カエデ」　　。

その樹液を手間暇かけて丁寧に煮詰めて作られ

るメープルシロップ「トペニワッカ」は占冠の

特産品の一つであり、また希少な国産メープル

シロップとして高い評価を得ています。

そしてこの度、カエデの樹液に加え、村で採取

したアカエゾマツの新芽を使った占冠のお酒が

誕生しました。

その名も、「ルプノモリTSUKI」「ルプノモリHI」。

「TSUKI」は、村で採取したアカエゾマツの新芽

を蒸留し、そこにイタヤカエデの樹液を加えた

「クラフトジン」。

カエデの樹液をボタニカルとして使用して作ら

れたクラフトジンは国内初で、占冠の森の恵み

を生かした特徴的な製品です。

「HI」は、同じくアカエゾマツの新芽とイタヤ

カエデ樹液を使用したクラフトジンに、占冠産

メープルシロップ「トペニワッカ」を加えて作

られた「クラフトリキュール」です。

シリーズ名である「ルプノモリ」は、アイヌ語

で「氷」や「溶けるもの」を意味する単語の「ルプ」

と「森」を掛け合わせ、春先に流れ出すカエデ

樹液のイメージと重ねて名付けられました。

日ルプノモリ HI月ルプノモリTSUKI

占冠村で採取したアカエゾマツの新芽を蒸留

し、イタヤカエデ樹液を加えることで生まれる

清々しくも優しい森の香りと、樹液ならではの

まろやかさを持った「クラフトジン」（写真左） （写真右）

アカエゾマツとイタヤカエデ樹液を使用したク

ラフトジンに占冠産メープルシロップ「トペニ

ワッカ」が加わり、メープルのほのかに甘い香

りが楽しめる「クラフトリキュール」

森を感じるお酒
占冠の

森の恵みを使った新たな特産品

「TSUKI」「HI」いずれも８月10日から道の駅自然体感しむかっぷ等で一般販売を開始。
ふるさと納税の返礼品としても寄付の受け付けを予定しています。


